
令和 4 年度東京農業大学　 外国人・ 帰国子女入学試験問題

科

目

英　 語
学

科 学科

受
験
番
号

番

氏

名

Ⅰ  Read th e  following pas sage  and ch oose  th e  bes t  answer.

　 Th e  Ne w F or e s t  is  a  N a t ion a l P ar k  s itu a te d  on  th e  s ou th  coas t  o f E n g lan d , wh ich  was  or ig in a lly 

de s igna te d  as  a  r oyal h un t ing  r e se r ve  in  1079. Sin ce  th at  t im e , th e  Ne w F or e s t  h as  be e n  con t inu ally 

s u b je cte d  to in te n s ive  d is tu r b an ce  r e su lt in g  fr om  h u m an  ac tivity. Un iq u e ly, th e  ar e a  s t ill m ain ta in s  a 

tr adit ional com m uning sys tem , wh ich  becam e for m alized in  late  m edieval t im es . Th is  pe r m its  local people  

to us e  th e  Fore s t  to s uppor t  th e ir  live s tock . Alth ough  b rows ing  and  g razing  by live s tock  is  today th e 

m os t s ignificant for m  of d is turbance , oth e r  tr aditional uses  included collection  of tur f and peat  for  fue l, 

and h ar ves ting  of h eath land plants  for  fodder, th atch  and  bedd ing . Bur ning of h eath land was  also car r ied  

out to pr ovide  fr esh  r eg r owth  for  lives tock.

　 Tod ay, th e  Ne w F or e s t  is  e xce pt ion ally im por tan t  for  b iod ive r s ity. Th e  F or e s t  is  de s cr ib e d  as  th e  

lar ges t  ar ea of s em i-natur al vege ta tion  in  lowland Br itain , an d inclu des  lar ge  tr acts  of h eath land, valley 

m ir e  and  ancie n t pas tu r e  wood land . Th e  spe cie s  r ich ne s s  of m any g r oups  is  ve r y （ 　 　 　 ） com par ed  

with  th e  n at ion al s itu at ion . F or  e xam ple , m ore  th an  two-th ir d s  of th e  Br it is h  s pe cie s  of re pt ile s  an d 

am ph ib ian s , b u t t e r flie s  and  m oth s , fis h , b at s , an d  d r ag on flie s  are  fou n d  in  th e  ar e a . E ve n  for  th os e 

g r oups  th at  are  le s s  we ll r epr e se n te d , at  le as t  one -s ixth  of all Br it is h  s pe cie s  h ave  be e n  re cor de d . In  

e ve r y g r oup cons ide r e d , th e  Ne w For e s t  is  h om e  to s pe cies  of nat ional cons e r vation  con ce r n , and  in  

som e  g r oups , th e  num be rs  of such  spe cies  is  ve r y subs tan tial: for  e xam ple  264 bu tte r flie s  and  m oth s , 

and 142 lich ens .

Notes： p ea t　 decaying m ate r ial th at  is  found under  th e  gr ound  in  som e cool, we t r eg ions

amp h ib ia n　 an anim al th at  can  live  both  on land and in  wate r

1 　 Wh ich  of th e  following is  closes t  in  m eaning to th e  under lined wor d d is tur bance ? 1

①　 tr ouble　 　 ②　 exper im en t　 　 ③　 h ar m ony　 　 ④　 cooper ation

2 　 Wh ich  of th e  following is  NOT cor r ect  about th e  pas sage? 2

①　  Th e  New Fores t is  ve r y im por tan t for  b iod iver s ity.

②　 Th e  New Fores t is  a h igh ly innovative  type  of for es t .

③　 Th e  New Fores t h as  suffe r ed  fr om  h um an  in te r fe r ence .

④　 Th e  New Fores t was  for m er ly used  as  a royal h unting s ite .

出典：Forests and Global Change edited by David A. Coomes,David F.R.P.Burslem,William D.Simonson (C) British Ecological
        Society 2014. Reproduced with permission of the Licensor through PLSclear.



3 　 Wh ich  of th e  following is  th e  m os t su itable  wor d for  (　 　 　 ) ? 3

①　 ignor ed　 　 ②　 unnoticed　 　 ③　 h igh 　 　 ④　 lit tle

4 　 Wh ich  of th e  fo llowin g  is  c los e s t  in  m e an in g  to  th e  u n d e r lin e d  s e n te n ce  “th e  n u m b e r s  of s u ch  

species  is  ve r y subs tantial”? 4

①　 Th er e  ar e  m any such  species .

②　 Th e  account num ber  of th e  species  is  ve r y b ig .

③　 A num ber  of species  do not exis t .

④　 Only a few species  ar e  r eally im por tant.

5 　 Wh ich  of th e  following is  th e  m os t appropr iate  tit le  for  th e  passage? 5

①　 Wh y Do People  Stop Vis iting  th e  New Fores t

②　 Th e  Significance  of th e  New Fores t

③　 Th e  National Situation  of Lives tock in  England

④　 Th e  New Fores t and  th e  Royal Fam ily

Ⅱ Identify th e  under lined expr es s ion  th at  m us t be  ch anged in  or der  to m ake  th e  sen tence  gr am m atical.

1 　 Th e  fact  t
①

h at som e people  h
②

ave exper ience  th e  e ffect le ss  th an  oth e r s  sugges ts  t
③

h at som e people  

　 m ay naturally h ave  h igh er  th r esh old  for  negative  sym ptom s  t
④

h an  oth e r s . 1

2 　  It is  l
①

ike  th at  both  m us icians  p
②

ar ticipated in  th e  concer t  t
③

h e following day wh ich  was  

　 attended  by n
④

um er ous ar t is ts . 2

3 　 Salt  was  a r ar e  and c
①

os tly com m odity i
②

n ancien t t im es . I
③

t ʼs  pr oper tie s  wer e  not under s tood, 

　 and i
④

t was th ough t to h ave  m agical powers . 3

4 　 I h ave  m et m
①

any peoples  wh o h ave  told  m e  a
②

bout th e  book t
③

h ey h ave been plannin g to wr ite  

　 but h ave  not ever  ye t  found t
④

h e tim e . 4

5 　 T
①

h er e is  no guar anteed way t
②

o find  a good place  for  e
③

at wh en you ar e  i
④

n a s tr ange town.

 5



6 　 Driving is  a sk ill w
①

h ich  r equ ir es  tr ain ing and, l
②

ike oth er skills , i
③

t can m aintain  at  a h igh  leve l 

　 only b
④

y r egu lar practice . 6

7 　 A
①

m ong th e languages  th at  ar e  spoken  today, only a few i
②

s well known to us . O
③

f m any 

　 we h ave  inadequate  infor m ation, oth e r s  n
④

ot at all. 7

8 　 M
①

oney has never  m
②

ade a man happy yet, o
③

r will it. There  is  noth ing i
④

n its nature  to produce happiness.

 8

9 　 I
①

n th e fir s t place , our  new m ach ine  is  v
②

er y safe r  th an  t
③

h e pr evious m ode l. Second, 

　 it  m akes  l
④

es s noise  and finally, it  is  le ss  expens ive . 9

10　 C
①

onventionally m edicine  s till h
②

as th e upper h and  in  th e  West but a
③

lte r native m edicine  

　 i
④

s also em br aced by m illions  of people . 10

Ⅲ Ch oose  th e  wor d  th at  bes t keeps  th e  or ig inal m eaning of th e  under lined expr ess ion.

1 　 I am  h ear tily gr ate ful for  wh at you h ave  done  for  m e . 1

①　 unh appy ②　 obliged ③　 gr ave  ④　 lar ge

2 　 Sh e  does  only th ings  sh e  likes  and leaves  th ings  to oth e r s . 2

①　 r e jects  ②　 depar ts  ③　 br eath es  ④　 b lossom s

3 　 Th e  auth or  condensed th e  es sence  of a long  book in to a page  or  two. 3

①　 boundar y ②　 cover  ③　 m ar gin  ④　 cor e

4 　 We wer e  so g lad  th at  we  could  s car ce ly con tain  our  de ligh t. 4

①　 involve  ②　 r es tr ain  ③　 enclose  ④　 r epr esen t

5 　 Th e  m anager  m ade  var ious  ar r angem ents  to m ee t th e  convenience  of clients . 5

①　 accom m odation ②　 acquain tance  ③　 benefit  ④　 discom for t



第 １問　 次の文を 読んで、 後の問いに答えなさ い。

　 アナログと かデジタ ルと いう 言葉も 、 も う 普通に使われる 言葉になっ てし まっ た。 デジタ ルはディ ジッ ト 、 つまり 指に由来する言葉で

ある 。 指折り 数える と いう よ う な、 離散的な量の表示である 。

　 アナログは連続量と 訳さ れる こ と が多いが、 も と も と はアナ（ 類似の） と ロ グ（ 論理） に由来する 言葉である 。 ある 量を 別の何かの量

に変えて表示するこ と 。 時間と いう 連続量を 、 文字盤の上の針の角度で類似さ せたり 、 温度を 水銀柱の高さ で近似さ せたり する 、 こ れら

がアナログ表示。 いっ ぽう 、 デジタ ル時計では、 連続量である 時間を 数値化する。 標本化する のだと 言っ ても いいだろ う 。 連続量を 離散

量に標本化する 作業だから 、 どんなに細かく 区切っ ても 、 量と 量のあいだには空
く う げき

隙が残る。

　 われわれはアナロ グの世界に生き ている 。 １分、 ２分と いう 区切り に関係なく 時間は私のなかを 流れている し 、 空気にも その匂いにも

境
さ かいめ

目はなく 、 数える こ と はも ち ろ んでき ない。

　 そんな世界にあっ て、 感覚と し てアナロ グを 捉える こ と はでき ても 、 それを 表現する こ と はでき ないも のである。 表現し た途端にそれ

はアナロ グから デジタ ルに変換さ れてし まう から である。 アナロ グ世界は表現不可能性のなかでのみ成立し ている と も 言える。「 今日は

３８度も あっ た」 と 言えば、 ３８度と いう 数値は理解でき る が、 その人が感じ ている暑さ は、 ３８と いう 数値のなかにはない。

　 ア何も 数値化だけがデジタ ル化なのではなく 、 言葉で何かを 言い表わす、 そのこ と がすなわち デジタ ル化そのも のなのである 。 言葉で

表わすと は、 ①対ショ ウを 取り 出し て、 当てはまる 言葉に振り 分ける 、 すなわち分節化する 作業である 。 外界の無限の多様性を 、 有限の

言語のよっ て切り 分けると いう 作業なのである 。

　 一本の大き な樹がある。「 大き な」 と いう 言葉の選択の裏には、「 見上げる ばかり の」 と か「 天にも 届き そう な」 と かの別の表現が、

②セン 在的な可能性と し ては数えき れないほど存在し たはずで、 そんな可能性を すべて断念し 、 捨
し ゃ し ょ う

象し た表現が「 大き な樹」 と いう 便宜

的な 表現に な っ た ので あ る。「 大き な 樹」 は、 そ の樹の属性の一部で はあ っ て も 、 そ の樹の全体性に は少し も 届い て い な い。

「 Ⅰ 」 と いう 表現自体が、 言葉のデジタ ル性を よ く 表わし ている 。

　 人は自分の感情を う まく 言い表わせない時、 言葉のデジタ ル性を 痛感する 。 言葉と 言葉の間にある はずのも っ と 適切な表現を めぐ っ て

苦闘する。 感情を 含めたアナロ グ世界を デジタ ル表現に移し 替えよ う と する のが、 詩歌や文学における 言語表現である と も 言える。

　 折に触れてコ ミ ュ ニケーショ ンの大切さ が言われる が、私たち は Ⅱ 、デジタ ルを デジタ ルに変換し ただけの作業を 、コ ミ ュ

ニケーショ ン だと 錯覚し がち である 。「 こ の文章の③意ト する と こ ろ を 五〇字以内でまと めよ」 式の、 言葉の指示機能の反復レ ッ スン は、

デジタ ル表現を 別のデジタ ル表現に変換する 練習にし か過ぎない。

　 も と も と 言語化でき ないはずのアナログと し ての感情や思想があり 、 それを 言語に無理やり デジタ ル化し て相手に伝える こ と 、 それが

コ ミ ュ ニケーショ ン の基本である。『 哲学事典』（ 平凡社） は、 そのと こ ろ を 、「 送り 手が記号を 媒介にし て知覚、 感情、 思考など各種の

心的経験を 表出し 、 その内容を 受け手に伝える 過程」 と ④定ギし ている。 こ こ で言う 「 Ⅲ 」 と は、 ヒ ト の場合であれば言語

と いう こ と になるが、 動物の場合は、 鳴き 声や、 身振り 、 威
い か く

嚇など、 いずれも アナロ グな表現がコ ミ ュ ニケーショ ン の「 媒介」 手段である。

ヒ ト だけが、 ⑤レ イ 外的にコ ミ ュ ニケーショ ン にデジタ ルを 用いる こ と が多いのである 。

　 言語を 媒介と し ているので、 受け手と し ては、 どう し ても 言語の抱え持っ ている 辞書的な情報そのも のを 、 送り 手の伝えたかっ たすべ

て と 考えてし ま いやすい。 し かし 、 送り 手の内部でアナロ グのデジタ ル化は、 ほと んど の場合、 不十分なも ので ある はずなのである。

イ 特に複雑な思考や、 あいまいな感情などを 伝えよ う と する と き には、 デジタ ル化はほぼ未完のままに送り 出さ れる と 思っ ておいたほう

がいいだろ う 。

　 従っ て、 伝えら れたほう は、 言葉を 単にデジタ ル情報と し て、 その辞書的な意味だけを 読み取る のではなく 、 デジタ ル情報の隙
す き ま

間から

漏れてし まっ たはずの相手の思いや感情を 、 自分の内部に再現する 努力を し てはじ めてコ ミ ュ ニケーショ ン が成立する のである 。 真のコ

ミ ュ ニケーショ ン と は、 ついに相手が言語化し き れなかっ た「 間
あいだ

」 を 読みと ろ う と する 努力以外のも のではないはずである 。 ウそれがデ

ジタ ル表現のアナロ グ化であり 、 別名、「 思いやり 」 と も 呼ばれると こ ろ のも のなのである。

（ 永田和宏『 知の体力』 よ り ）
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問 １　 傍線部①～⑤のカ タ カ ナを 漢字に直し たも のと し て正し いも のを 、 次の各群の １～ ５のう ち から それぞれ一つずつ選びなさ い。

①　 対ショ ウ　 　（ １　 照　 　 ２　 商　 　 ３　 称　 　 ４　 小　 　 ５　 象　 　 ）

②　 セン 在　 　 　（ １　 千　 　 ２　 専　 　 ３　 選　 　 ４　 潜　 　 ５　 線　 　 ）

③　 意ト 　 　 　 　（ １　 途　 　 ２　 図　 　 ３　 渡　 　 ４　 度　 　 ５　 塗　 　 ）

④　 定ギ　 　 　 　（ １　 儀　 　 ２　 義　 　 ３　 議　 　 ４　 偽　 　 ５　 疑　 　 ）

⑤　 レ イ 外　 　 　（ １　 令　 　 ２　 礼　 　 ３　 例　 　 ４　 冷　 　 ５　 励　 　 ）

問 ２　 空欄 Ⅰ ～ Ⅲ に入る最も 適当な語句を 、 次の各群の １～ ５のう ち から それぞれ一つずつ選びなさ い。

Ⅰ　（ １　 言葉には尽く せない　 　 ２　 言葉が過ぎる 　 　 ３　 言葉に甘える 　 　 ４　 言葉に花が咲く 　 　 ５　 言葉を 呑む　 ）

Ⅱ　（ １　 なぜかと いう と 　 　 　 　 ２　 そのためには　 　 ３　 それなら ば　 　 　 ４　 と も すれば　 　 　 　 ５　 し たがっ て　 ）

Ⅲ　（ １　 デジタ ル　 　 　 　 　 　 　 ２　 アナログ　 　 　 　 ３　 記号　 　 　 　 　 　 ４　 心的経験　 　 　 　 　 ５　 過程　 　 　 　 ）

問 ３　 傍線部ア「 何も 数値化だけがデジタ ル化なのではなく 、 言葉で何かを 言い表わす、 そのこ と がすなわち デジタ ル化そのも のなので

ある 」 と あるが、 こ の一文の説明と し て最も 適当なも のを 、 次の １～ ５のう ちから 一つ選びなさ い。

１　 前段では、 アナログよ り も デジタ ルの方がすぐ れている と 述べてき たが、 こ れ以降では、 言葉に関し てだけはアナロ グの方がよ り

すぐ れている と いう 話題を 展開し よ う と し ている。

２　 前段では、 デジタ ルよ り も アナログの方がすぐ れている と 述べてき たが、 こ れ以降では、 その一例と し て言葉に関し ても アナロ グ

の方がすぐ れている こ と を 説明し よ う と し ている。

３　 前段で述べてき た、 時間を 数値化し たも のがデジタ ル化である と いう テーマについて、 さ ら に理解し やすく する ために、 こ れ以降

では言葉についての一例を 補足し よ う と し ている。

４　 前段では、 連続量を 数値化し たも のがデジタ ル化なのである と いう 説明を し てき たが、 こ れ以降では、 本題と も いえる 、 言葉のデ

ジタ ル性についての記述に移行し よ う と し ている。

５　 前段で述べた、 数値化だけがデジタ ル化である と いう 一般的な認識を 否定し て、 こ れ以降では、 言葉で言い表わすこ と だけがデジ

タ ル化である と いう 主張を 開始し よ う と し ている。

問 ４　 傍線部イ 「 特に複雑な思考や、あいまいな感情などを 伝えよう と する と き には、デジタ ル化はほぼ未完のままに送り 出さ れると 思っ

ておいたほう がいいだろ う 」 と ある が、 こ の一文の内容と し て最も 適当なも のを 、 次の １～ ５のう ち から 一つ選びなさ い。

１　 送り 手の内部でも 、 自分の思いを 言語化する こ と はほぼ不十分である のに、 それが複雑な思考やあいまいな感情と も なる と 、 受け

手にき ちんと 伝わる よ う に言語化する こ と は、 より いっ そう 難し く なる だろ う 。

２　 送り 手自身にと っ ては、 複雑な思考やあいまいな感情を 頭の中で言語化する こ と は容易である が、 それを 受け手へ伝える 時になっ

てはじ めて、 表現に苦闘し てし まう ので、 言語化が不完全なも のと なる だろ う 。

３　 送り 手は、 単純な思考や素直な感情を 、 適切な表現と し て言語化する こ と に関し ては完璧にでき るが、 複雑な思考やあいまいな感

情では、 適切な表現と し て言語化する こ と はおよそ不可能なも のと なる だろ う 。

４　 送り 手は、 単純な思考や素直な感情なら ば、 簡単に数値化する こ と ができ る が、 複雑な思考やあいまいな感情では、 絶対に数値化

でき なく なっ てし まう ので、 言葉のデジタ ル性は不十分と 言う し かないだろ う 。

５　 言葉の辞書的な意味を すべて理解し ている人間はいないので、 送り 手は自分の思考や感情を 表わす言葉のアナロ グ化に苦労し てし

まい、 さ ら に受け手は相手の思考や感情のデジタ ル化に苦労し てし まう だろ う 。

問 ５　 傍線部ウ「 それ」 の指す内容と し て最も 適当なも のを 、 次の １～ ５のう ちから 一つ選びなさ い。

１　 単にデジタ ル情報と し て、 言葉の辞書的な意味だけを 読み取る 方法

２　 言葉の辞書的な意味だけを 読み取っ て、 自分の内部に再現する 方法

３　 相手の思いや感情が、 デジタ ル情報の隙間から 漏れてし まう こ と

４　 相手が言語化し き れなかっ た「 間」 を 読み取ろ う と する 努力

５　 言語化し き れなかっ た「 間」 を 読み取ろ う と する 努力以外の方法



問 ６　 本文の主題と 合致する も のを 、 次の １～ ５のう ち から 一つ選びなさ い。

１　 われわれはアナログの世界に生き ていて、 感覚と し てアナロ グを 捉える こ と はでき ても 、 感覚と し てデジタ ルを 捉える こ と はでき

ないので、 アナログの方が優れている と 言える 。

２　 われわれはアナログの世界に生き ていて、 その世界は表現不可能性のなかで成立し ている ので、 なる べく アナロ グを 排除し て、 デ

ジタ ルと いう 数値化を 追求し ていく べき である 。 　

３　 われわれは感覚と し てアナロ グを 捉える こ と はでき ても 、 その感覚を 表現し よ う と し た途端にデジタ ルに変換さ れる ので、 コ ミ ュ

ニケーショ ン を と る こ と は絶対に不可能である 。

４　 コ ミ ュ ニケーショ ン と は、 アナログと し ても と も と 言語化でき ないはずの感情や思想を 、 無理やり デジタ ル化し て相手に伝える こ

と なので、 ヒ ト にのみ与えら れた贈り 物である 。

５　 コ ミ ュ ニケーショ ン を と るためには、 言葉の辞書的な意味だけを 読み取るのではなく 、 漏れてし まっ た相手の思いや感情を 自分の

内部に再現し よ う と する 思いやり が必要である 。

第 ２問　 次の文を 読んで、 後の問いに答えなさ い。

　 ある 夏のこ と 。 富士五湖を バスで走っ ていた。 ある と こ ろ へ来る と 、 豁
かつぜん

然と 富士が姿を あら わし た。 夏休みの小学生ら し いこ ども を つ

れたお母さ んが、

「 A 」

と 叫んだ。 黒々と し た巨大な山が迫っ ている 。 はじ めて見る 景色で息を のんでいる と 少年が叫ぶよう に、

「 B 」

　 お母さ んがあわてる よう にし て何か言う が少年は、 断
だ ん こ

乎と し ている 。

「 違う ！あんなのウソ の富士山だッ 」

「 C 」

と 言っ て母親は黙し た。 ほかの乗客から 笑い声がも れたよう だっ たが、 わたく し は、 たいへんおも し ろ いと 思っ た。

　 こ の少年、 実際の富士山 D 見る のははじ めてだが、 富士山を 知ら ないわけではない、 写真で見たこ と が何度も ある 。 雪を いただい

た遠望 E 麗
れい

峰
ほう

である 。 こ こ で見える 黒いかたまり と は似ても 似つかない。 写真の富士が本モノ F 、 あれはウソ の富士。 少年の判断

を まち がっ ている G は言いかねる 。

　 近すぎてはいけない。 ア遠く から 見るから 富士は富士になる 。

〈 　 中　 略　 〉

　 従僕に英雄なし

と いう 。 世人が評価する人物も 、 側近のも のには、 そのよさ が見えないから 、 尊敬する こ と を 知ら ない。 近すぎるのである 。

　 従者でなく と も 、 近く にいる 人たち は、 すぐ れた人物を すぐ れている と 認める こ と が難し い。【 １】 誤解さ れてこ の世を 去る 人は、 古

来どれく ら いあるかわから ない。

　 目の前の山は高く ても 、 山麓にいる も のには、 見えない。 目につく のは、 石こ ろ ばかり 、 ロ ク に花も 見ら れない。【 ２】 あち こ ち みに

く い赤土が顔を のぞかせている 。 と ても 尊敬する気にはなれない。 英雄は英雄になる こ と がなく こ の世を 去る 。 そし て、 三十年も する と

かつての人物が中景の存在と なり 、 あち こ ち がかすみ、 消えて、 まろ やかになる 。【 ３】 近景の人物が中景の人物に変ずる 。 なんと いう

こ と なし に、 心ひかれるよ う になる 。

　 こ こ から 、 歴史的変化がはじ ま る。【 ４】 不幸にし て、 それがおこ ら な い場合、 中景になり そこ なっ たも のは、 遠景になる こ と なく

湮
いんめつ

滅する。

　 大悪人のよ う に言われた政治家が、 三十年、 四十年すると 、 案外、 偉大だっ たかも し れないなどと 言われ出す。【 ５】 それに引き かえ、

近景で羽ぶり のよかっ たのが、 声も なく 消える 。 近景だけ見て、 わかっ たよ う に思う のは、 小
こ ざ い し

才子の思い上
あが

り である 。 人間の世界には中

景と いう も のがあっ て、 歴史も 、 そこ から 生まれる 。 そう いう こ と を 知ら なく ても 、 優等生と し てイ 大手を ふる こ と ができ る から 、 こ の

世はたのし い。

　 近代日本の文化人、 文学者で、 も っ と も すぐ れていたのはウ夏目漱石である と いう のが定評になり つつある が、 も と から そう であっ た

わけではない。 イ ギリ スへ留学し た漱石は英語の教師であっ た。 留学で勉強し て英文学の学者になろ う と し ていたと ①ソ ウゾ ウさ れる 。

決し て偉大ではなかっ た。

　 遠縁の池田菊苗が、 ド イ ツ 留学から 帰国する に際し て、 ロ ン ド ン の漱石を 訪ねた。 何を し ている かと 問われて漱石は、 十八世紀の英文



学を 読んでいる と 答える。 池田は、 ド イ ツ で新し い有機化学を ②カ イ タ ク し よ う と し ていたのだから 、 漱石の志の低いのを も の足り なく

思っ たのであろ う 。 西洋人のし ないこ と を すべき だ、 と はげまし たら し い。 漱石は心機 Ｈ 転、 前 Ｉ 未踏の文学研究を 志し て、 勉強

を はじ めた。

　 英文学の本を 片づけ、 社会学と 心理学の本を あつめて勉強を はじ めた。 二十世紀になっ たばかり のこ ろ のこ と で、 日本の大学で、 社会

学の講座のあると こ ろ はなかっ た。 心理学の講義のでき る 教授も いなかっ た。 漱石の③ク ナン はたいへんなも のであっ たが、 学問と し て

文学を 考える 方法論を ほと んど確立し た。 世界に比を 見ない大業である 。

　 それを かかえて帰朝し た漱石は東京大学の講義において、 それを 発表し た。 ラ フ カ ディ オ・ ハーン から こ ども 向き の英文学を 教わっ て

いた学生に、 こ の画期的文学論の価値のわかる わけがない。 期せずし て、 漱石排
はいせき

斥運動がおこ る。 のち 漱石門下になる 森田草平なども そ

のお先棒を かついでいたら し い。

　 漱石の「 文学論」 は、 外から 文学に迫る も ので、 その先鋒が社会学と 心理学だっ た。 明治の学生にわかる わけがない。 漱石は、 自信を

失っ て、 教職を すてる こ と になり 、 日本英文学は夢のよう になっ てし まっ た。

　 それから 二十余年後、 一九二〇年代になっ て、 イ ギリ スはケンブリ ッ ジ大学の学者、 Ⅰ・ Ａ ・ リ チャ ーズが、 新文学研究の理論を 発表、

世界を おどろ かせる こ と になる 。 リ チャ ーズの方法は、 心理学と 生理学から 文学に迫る と いう も ので、 期せずし て、 漱石の、 心理学・ 社

会学の援用に通じ る と こ ろ がある。 漱石は俗衆につぶさ れたが、 リ チャ ーズには小なり と いえども ④シジする ケンブリ ッ ジ学派があっ て

世界的になる こ と ができ た。

〈 　 中　 略　 〉

　 リ チャ ーズの文芸批評論も 、 近景と し て、 イ ギリ スではう まく 受容さ れたと は言いがたかっ た。 アメ リ カ へ渡っ て、 中景の業績と し て、

高く 評価さ れ、 新し い文学運動を おこ すまでになっ た。 本質的に変化し たわけではない。 近く にあっ たと き には見えなかっ たも のが、 は

なれて見る と はっ き り し たのである 。

　 エ富士の山麓で頂上を 仰いでも 見えないも のが三保の松原まで離れて見る と 、 はっ き り 見える のと 、 リ チャ ーズの文学論にも 、 似たと

こ ろ がある 。 日本の漱石の大業は、 その中景の機を 与えら れないままに沈んだ例である 。 中景が美し く 、 すぐ れている のである 。 いまで

は遅すぎる 。

（ 外山滋比古『 伝達の整理学』 よ り ）

問 １　 傍線部①～④のカ タ カ ナと 同じ 漢字を 用いる も のを 、 次の各群の １～ ５のう ち から それぞれ一つずつ選びなさ い。

①　 　 ソ ウゾウ　 　 １　 みんなでソ ウダン し て決める。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２　 琴のエン ソ ウに聴き ほれる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３　 季節に合っ たフ ク ソ ウに着替える 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４　 物語を ソ ウサク する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５　 読後のカ ン ソ ウを 述べる 。

②　 　 カ イ タ ク 　 　 １　 国語の問題にカ イ ト ウする 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２　 病人のカ イ ゴに尽力する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３　 中断し ていた試合を サイ カ イ する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４　 ド ウソ ウカ イ に出席する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５　 気分がソ ウカ イ になる。

③　 　 ク ナン　 　 　 １　 最新の技術を ク シする。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２　 隅々にまでサイ ク を 施す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３　 友人にク ゲンを 呈する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４　 感情が高ぶっ てゼッ ク する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５　 お盆では先祖を ク ヨ ウする 。



④　 　 　 シジ　 　 　 １　 シシュ ツ する金額が莫大になる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２　 勉強に対し て強いシセイ でのぞむ。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３　 悲惨な状況を チョ ク シでき ない。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４　 一人で静かにシコ ウを 巡ら す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５　 ごみのシマツに困っ てし まう 。

問 ２　 空欄 A ～ C には、 次の三つの文が入る。 入る 順番と し て最も 適当な組み合わせを、 次の １～ ５のう ち か

ら 一つ選びなさ い。

１　（ Ａ ・ 違う 、 あんなの富士山じ ゃ ない！　 　 B・ ソ ラ ッ ！富士山ヨ ！　 　 　 　 　 　 　 　 C・ いやな子ネ）

２　（ Ａ ・ 違う 、 あんなの富士山じ ゃ ない！　 　 B・ いやな子ネ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C・ ソ ラ ッ ！富士山ヨ ！）

３　（ Ａ ・ ソ ラ ッ ！富士山ヨ ！　 　 　 　 　 　 　 　 B・ 違う 、 あんなの富士山じ ゃ ない！　 　 C・ いやな子ネ）

４　（ Ａ ・ ソ ラ ッ ！富士山ヨ ！　 　 　 　 　 　 　 　 B・ いやな子ネ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C・ 違う 、 あんなの富士山じ ゃ ない！）

５　（ Ａ ・ いやな子ネ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B・ 違う 、 あんなの富士山じ ゃ ない！　 　 C・ ソ ラ ッ ！富士山ヨ ！）

問 ３　 空欄 D ～ G に入る 助詞を 、 次の １～ ５のう ち から それぞれ一つずつ選びなさ い。（ 数字で答えるこ と ）

１　 の　 　 　 ２　 と 　 　 　 ３　 で　 　 　 ４　 に　 　 　 ５　 を

問 ４　 傍線部ア「 遠く から 見る から 富士は富士になる 」 の文を 単語に区切っ たも のと し て、 最も 適当なも のを 次の １～ ５のう ち から 一つ

選びなさ い。

１　 遠く から ／見る から ／富士は／富士になる

２　 遠く から ／見る から ／富士は／富士に／なる

３　 遠く ／から ／見る／から ／富士／は／富士／になる

４　 遠く ／から ／見る／から ／富士／は／富士／に／なる

５　 遠く ／から ／見る／から ／富士／は／富士／に／な／る

問 ５　 本文には次の一文が抜けている 。 こ の一文が入る箇
か し ょ

所と し て、 最も 適当なも のを 、 本文中の【 １】 ～【 ５】 のう ちから 一つ選びな

さ い。

　 　 欠点ばかり 洗い出し て、 いい気になっ ている 。

問 ６　 傍線部イ 「 大手を ふる 」 について、 最も 近い意味を 表わす慣用句を 、 次の １～ ５のう ち から 一つ選びなさ い。

１　 目を ほそめる 　 　 ２　 肩を いから せる 　 　 ３　 口を そろ える 　 　 ４　 耳にさ わる 　 　 ５　 腕がなる

問 ７（ ａ ）　 傍線部ウ「 夏目漱石」 が執筆し た作品を 、 次の １～ ５のう ちから 一つ選びなさ い。

　 　 　 　 １　 黒い雨　 　 　 　 ２　 金閣寺　 　 　 　 ３　 春琴抄　 　 　 　 ４　 羅生門　 　 　 　 　 ５　 三四郎

（ ｂ ）　 傍線部ウ「 夏目漱石」 と ほぼ同時代に活躍し た文豪で、ド イ ツ留学の経験を も と にし て『 舞姫』 と いう 小説を 発表し た人物を 、

次の １～ ５のう ちから 一つ選びなさ い。

　 　 　 　 １　 森鴎外　 　 ２　 太宰治　 　 ３　 川端康成　 　 ４　 谷崎潤一郎　 　 ５芥川龍之介

問 ８　 空欄 Ｈ と Ｉ はそれぞれ四字熟語の一部である 。 入る べき 漢字一文字を 、 それぞれ答えなさ い。

問 ９　 傍線部エ「 富士の山麓で頂上を 仰いでも 見えないも のが三保の松原まで離れて見ると 、 はっ き り 見える のと 、 リ チャ ーズの文学論

にも 、 似たと こ ろ がある 」 と ある が、 どう いう と こ ろ が似ている のか。「 近景」 と 「 評価」 と いう 語句を 使っ て、「 と こ ろ 」 と いう 語句

につながる 一文を 作り なさ い。（ ２４字以上３0字以内で、 句読点も 字数に入る も のと する。）



問１0　 本文の内容と 合致する も のを 、 次の １～ ５のう ち から 一つ選びなさ い。

１　 どんなに素晴ら し い人であっ ても 、 それが側近のよう な身分の低い者であれば、 世間から は尊敬の対象になり にく いが、 それは間

違っ ている と 歴史が証明し ている。

２　 英雄が英雄になら ずに死んで、 三十年も 経てば、 なんと なく 心ひかれる よう になっ て、 歴史的変化がはじ まり 、 英雄だっ たかも し

れないと 世間が認める よ う になる。

３　 今では近代日本の文学者と し て有名な夏目漱石も 、 イ ギリ ス留学を し てき たと いう だけの理由で、 帰国後には大学から 追放さ れる

と いう 理不尽な扱いを 受けている。

４　 夏目漱石は自信を 失っ て教職を すててし まっ たために、 大業を 成し 遂げら れずに終わっ たが、 リ チャ ーズのよ う な努力を 続けてい

れば、 き っ と 成功し たはずである。

５　 夏目漱石は、 作家と し て評価さ れる 機会を 与えら れないままで今日を 迎えている が、 彼の執筆し た小説は歴史的に見ても 、 美し く

すぐ れた偉業だと 私は信じ ている。
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